
＜実施内容＞

＜記録写真＞

　プレワークショップの様子 　　プレゼンの様子 　　  上位チーム

＜参加者からのコメント＞
イ　ジュンさん（韓国）/Lee Joongchan 小椋　竜也さん/Ryuya OGURA

学生英語プレゼンテーションコンテスト2019

2019年12月14日（土）・15日（日）

会場：関西大学　梅田キャンパス

外国人留学生 その他外国人 日本人学生 地域住民
スタッフ

大学関係者
その他

（来場者等）

団体名 特定非営利活動法人大学コンソーシアム大阪

95

合計

147名

事業名

実施期間

場　　　所

29
参加者数

The contest has helped me out in understanding the potential of
Osaka in achieving globalization. A lot of students from various
backgrounds expressed their creative opinions on what makes
Osaka more attractive as a global city, many of which strongly
fostered my international awareness towards Osaka.
Had I not participated in the contest, I would never have realized
the true beauty of where I am currently living, Osaka. Please allow
me to express my sincere appreciation for the Consortium of
Universities in Osaka. Thank you very much for giving me a once-
in-a-lifetime opportunity that made me love not only Osaka, but
also Japan, more and more.
May many other students be happy by the events organized by the
Consortium of Universities in Osaka.

First of all, let me say thank you to all of the participants. I was very
impressed with their presentation ideas.This Contest offer a chance
for us to gain substantial experience, showcase skills, analyze and
evaluate outcomes and uncover personal aptitude. It also encourages
us to adopt innovative techniques and develop their ideas and skills.
Then, This offer us a chance to meet new people and make friends
from other disciplines and geographic locations.” Two heads are better
than one.”being part of a team will help us develop our interpersonal
skills such as speaking and listening as well as team working skills such
as leadership, and working with and motivating others.
After all this conflicts we made good output and more importantly we
became good friends.
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　12月14日（土）、15日(日）の2日間、会員大学の国内学生・留学生との相互理解を図る機会の提供と、高い国際
意識やコミュニケーションスキルをもつ若者の育成に寄与するため、「大阪の国際化」をテーマに英語によるプレゼ
ンテーションコンテストを開催しました。
　大学コンソーシアム大阪として初めての開催となるこのコンテストには当初の予定を大幅に上回る18チームもの
応募がありました。コンテスト前日には発表学生間の交流を深めるワークショップを行い、和気あいあいとした雰囲
気のなかで当日を迎えることができました。
　コンテストでは留学生チームや国内学生・留学生の混合チーム、さらには複数大学の学生によるチームなどが発
表を行い、それぞれの特色を生かしたプレゼンテーションや質疑応答が展開されました。
また、2日間の企画や当日の運営には有志学生5名が関わり、プログラムの企画や当日の運営で盛り上げ役となる
など、学生主体のコンテストとなり、参加者からも好評を得ることができました。

【実施概要】
○1日目　12月14日（土）　プレワークショップ　（使用言語：日本語）
　他チームの学生とも交流できるよう、発表チームのメンバーをランダムにグループ分けし、「ディベート」「ジェス
チャーゲーム」「4択クイズ」「クリスマスプレゼント交換」を通して、学生同士がともに学び、大学、学部、学年、国籍
を越えた交流や親睦を深めました。

○2日目　12月15日（日）　コンテスト　（使用言語：原則、英語）
　英語が母語の外国人教員を含む8名の審査員（大学コンソーシアム大阪会員大学の教職員）による審査のもと、
すべてのチームによる発表が行われました。チームで力を合わせてプレゼンテーションに臨み、上位3チームによる
受賞プレゼンテーションや発表を踏まえた意見交換を通じて他チームの良いところを学び、お互いに国際意識を高
めることができました。また、コンテスト終了後の交流会においては、緊張から解放された発表者と観覧者との交流
も活発に行われ、学生運営メンバーの頑張りを称える様子も見受けられました。
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	様式6-3（HP用原稿）

